
公立大学法人    都留文科大学 

 

第 15 回教育研究審議会 

 

議事概要 

開催日：平成 23 年 12 月 21 日（水） 

場 所：本部棟 3階大会議室 

出席者：加藤祐三学長、高田理孝副学長、福田誠治副学長、椎廣行事務局長 

大平栄子学長補佐、清水雅彦学長補佐、阿毛久芳大学院研究科委員長、鶴田清司初等教育学科長 

新保祐司国文学科長、儀部直樹英文学科長、進藤兵社会学科長、大辻千恵子比較文化学科長 

杉本光司地域交流研究ｾﾝﾀｰ長、稲垣孝博外国語教育研究ｾﾝﾀｰ長、重原達也学生課長、相川泰総務課 

   長 

欠席者：田中一利理事 

 

■挨拶 

加藤学長よりあいさつ 

 

議  事 

 

（1）国文学科専任教員（国語学）の採用について 

 ○担当より説明、投票の結果、信任多数により承認。 

（国語学：教授） 

  

（2）国文学科専任教員（国文学）の採用について 

 ○担当より説明、投票の結果、信任多数により承認。 

 （国文学：准教授） 

  

（3）平成 24 年度非常勤講師（国文学科：古典解釈基礎、国語学文献講読Ⅱ、国語学テーマ研究Ⅱ、国

語学テーマ研究Ⅳ）提案について 

 ○担当より説明、審議の結果、提案通り承認。 

 

（4）平成 24 年度非常勤講師（社会学科：社会学科教育法Ⅰ）提案について 

 ○担当より説明、審議の結果、提案通り承認。 

  

（5）平成 24 年度非常勤講師（社会学科：公民科教育法）提案について 

 ○担当より説明、審議の結果、提案通り承認。 

  

（6）平成 24 年度非常勤講師（社会学科：地域社会論Ⅱ）提案について 

 ○担当より説明、審議の結果、提案通り承認。 

  

（7）平成 24 年度非常勤講師（社会学科：社会教育計画Ⅰ、Ⅱ）提案について 



  ○担当より説明、審議の結果、提案通り承認。 

   

（8）平成 24 年度非常勤講師（共通教育：社会教育演習）提案について 

 ○担当より説明、審議の結果、提案通り承認。 

    

（9）平成 24 年度非常勤講師（初等教育学科：音楽実技演習 8、10、11）発議・提案について 

 ○担当より説明、審議の結果、提案通り承認。 

  

(10) 平成 24 年度非常勤講師（初等教育学科：アンサンブルⅡ）発議・提案について 

 ○担当より説明、審議の結果、提案通り承認。 

  

(11) 平成 24 年度非常勤講師（初等教育学科：図画工作教材研究 A、B、C）発議・提案について 

 ○担当より説明、審議の結果、提案通り承認。 

 

(12) 平成 24 年度非常勤講師（国文学科：読書演習Ⅱ、国文学史 4B）発議・提案について 

 ○担当より説明、審議の結果、提案通り承認。 

 

(13) 平成 24 年度非常勤講師（共通教育：読書 C、E）発議・提案について 

 ○担当より説明、審議の結果、提案通り承認。 

 

(14) 平成 24 年度非常勤講師（国文学科：日本芸術史Ⅰ）採用の発議について 

 ○担当より説明、審議の結果、提案通り承認。 

 

(15) 平成 24 年度非常勤講師（社会学科：6件）採用の発議について  

 ○担当より説明、審議の結果、提案通り承認。 

・自然保護と法/環境と法 

 ・農林業と農山村再生論Ⅱ 

 ・地歴科教育法 

 ・現代企業論 

 ・入門演習 C 

 ・環境社会学Ⅱ 

 

(16) 平成 24 年度非常勤講師授業担当科目の更新ついて 

 ○担当より説明、審議の結果、提案通り承認。 

 

(17) 美術系の特任教員の任期更新について 

 ○担当より説明、審議の結果、提案通り承認。 

 

(18) 都留文科大学教員採用選考内規の改正（案）について 

 ○担当より説明、審議の結果、次回の教育研究審議会で修正したものを再提案し、確認を行う。 

 

報   告 

（1）キャリア支援センターの開設準備について 



○担当より報告。 

 ・教員担当 2名、公務員担当 1名、企業担当 2名の人員の確保を、平成 24 年 3 月末までに新契約を

結べるようにしたい。 

 ・資格取得に関する講座等について外注を基本とし、専門業者によってどのようなものが用意されて

いるか、そしてその内容・金額・他大学や専門学校での利用状況を検討し、平成 24 年 4 月から学

生には利用できるようにしたい。 

  

（2）その他 

〇理事長より資料 19（桂高校跡地利活用に関する新聞記事）に関連する有識者会議についての報告。 

・2016 年に閉校となる桂高等学校の校舎をどのように活用していくか 6 つの案が出され、意見交換

が行われ①～③の案を中心に検討していく方向となった。今後の有識者会議の内容については追っ

て報告する。 

①公立大学法人都留文科大学運営による新大学又は新学部の設置 

②山梨県立大学都留キャンパスの誘致 

③私立学校法人運営による大学・専門学校等の高等教育機関の誘致 

④生涯学習の拠点として活用 

⑤体育施設と宿泊施設を備えた研修合宿施設の整備 

⑥市立中高一貫校の設置 

 

○担当より今後のスケジュールについて 

・1/25 は 16 時から保健センターの研修会が入っているが、この日に教育研究審議会ができないと人

事の決定が遅れてしまう可能性が出てくる。 

 →空いている時間を見つけて臨時の教育研究審議会が行えるか検討を行う。 


